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      国 際 会 長 (ＩＰ) Joan Wilson (カナダ) 

“Our Future Begins Today ” 

「私たちの未来は、今日より始まる 」 

会 長  金子 功       アジア地域会長 (ＡＰ)  Tung Ming Hsiao (台湾)         監 事   松島 美一 

副会長  舟田 正夫      “Through Love, Serve ”                          ブリテン  髙田  一彦 

書 記  伊藤 誠彦   「愛をもって奉仕をしよう 」            担当主事 青木 一弘 

会 計  古田 和彦   東日本区理事（ＲＤ）  利根川 恵子（川越）         

直前会長 松島 美一   「明日に向かって、今日動こう」 

                  “ For the Future, Act Today ! ”     

      湘南・沖縄部部長（ＤＧ）若木 一美 （横浜とつか） 

「あなたが退会しない理由は?」 ～明るく・楽しく・元気よく～ 

      横浜クラブ会長 (ＣＰ)   金子 功 

「YMCAとともに！」 

“Together, with YMCA ! “ 

 

 

 

                  古田 和彦 

「愛する者たち、互いに愛し合いましょう。 

愛は神から出るもので、愛する者は皆、 

神から生まれ、神を知っているからです。」 

           ヨハネの手紙Ⅰ ４章７節 

  

          

今月のひとこと 

 

「外国籍および外国につながる中学生の 

夏期研修会に出席して」 

舟田 正夫 

 ことし３月のブリテンにＹＯＫＥ（横浜市

国際交流協会）のみなみ市民活動・多文化共

生ラウンジ（以下ラウンジ）での外国籍およ

び外国につながる中学生（以下中学生）の学

習支援について書きました。 

中学校が夏休みの８月２２日～８月２３日は、これら中学

生に対する夏期補講が予定されていました。しかし、８月２

２日は台風9号のため予定が中止となり、翌日の８月２３日

の午前はラウンジで学習した先輩の話を聞く会、お昼はラウ

ンジが用意した食べ物をいただき、午後の交流会へと続き、

午後４時頃終わりました。（８月２２日の予定は８月３０日

に順延。） 

先輩の話を聞く会では、６名の先輩達がどのようにして日

本語を学び、日本での生活に溶け込むことが出来たかなどに

ついてその体験を順番に説明、その後出席した中学生達が３

グループに分かれて、先輩を中心に、日本語・中国語・タガ

ログ語などで自己紹介・高校受験・日本と母国の文化の違 

い、日本語の勉強の仕方などを話し合いました。 

昼食はラウンジが準備したホットドッグ・ゆで卵・レタス・

調味料・お茶などをいただき、さらに出席者間での交流があ

りました。 

午後の交流会では、フィリピンから来た先輩のギター演奏

と歌、中学生による飛び入りのトランプの手品、さらにはス

イカ割りなどがあって、参加者たちは楽しいひと時を過ごし

ました。 

夏休み中なので、中学生が多く通う中学校の校長さん1名、

国際教室の先生たち数名も出席していました。 

学習支援は毎週火曜日午後５時～６時半です。 中学生達

はラウンジにいる間は生き生きと互いに話し合っています。

この時が自分達にとって一番自由な時間なのでしょう。日本

語を学び日本の社会に早く溶け込んでほしいと願い、学習支

援を続けています。 

＜２０１６年８月例会実績＞ 

在籍者 出席者 出席率 B F 

２０名 

（功労

会員１

名を含

む） 

メン     １４名 

メネット   ２名 

コメット   １名 

ビジター  １名 

ゲスト   １０名 

合計    ２８名 

７４ ％ 

（メーキャップ 

名を含む） 

 

前月修正出席

率  

今月分 

切手    0 g 

現金     0円 

年度累計 

切手      0 g 

現金     0円 

＜今月の聖句＞ 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 



 

 

＜９月の行事予定＞ 

強調月間 [ ユース ] 

日 曜 時間 行事内容 場所 

6 火 18;00 
横浜ＹＭＣＡ熊本・東北 

復興支援ナイター 
横浜球場 

8 木 18;30 横浜クラブ第一例会 中央Ｙ 

9~ 

11 
金  

ユースボランティア・ 

リーダーズフォーラム 
山中湖 

13 火 19:00 第７４回Ｙ－Ｙ協議会 中央Ｙ 

22 木  
ワイズカップ 

室内サッカー大会 
中央Ｙ 

22 木 17:00 横浜クラブ第二例会 中央Ｙ 

 

＜８月納涼例会報告＞ 

伊藤 誠彦 

日時：８月２４日（水） １８：００～２０：３０ 

場所：驛の食卓 

出席者：青木、伊藤ﾒﾝ･ﾒﾈ、今村、今村ｺﾒｯﾄ、遠藤、大江、大

髙、押川ﾒﾝ･ﾒﾈ、金子、古賀、齋藤、高田、田口、古

田、松島 

ビジター：太田勝人（世田谷クラブ） 

ゲスト：バンド演奏：井田ご夫妻、酒井 

ポエポエフラ：沢村、関口、西山、町井、山田 

マナ保育園： 古東、迫 

遠藤ワイズの司会

で定刻に開始、金子

会長挨拶に続いてワ

イズソングとワイズ

の信条を唱和。 

８月例会は例年通

りクラブ納涼会を兼

ねて行われた。会場

は今年も今村ワイズ

のご尽力で確保していただいた横浜地ビール「驛の食卓」。 

高田ワイズによる今月の聖句に続いて、先ずはビジネスと

ハッピーバースデー。今月は押川メネット、古賀ワイズと田

口総主事。 

高田ワイズによる食前感謝につづいて、松島ワイズによる

乾杯の発声で納涼会がスタートした。 

しばし歓談の後。金子会長による出席者紹介と出席者一人

一人による自己

紹介。 

今村ワイズ率

いるコロヘ今村

バンドに高田ワ

イズも加わり、

ハワイアン演奏

が始まった。 

例年、フラお

じさんこと古田ワイズがポエポエフラの皆さんとフラダンス

を披露し盛り上げて下さいますが、今納涼会は大髙ワイズ、

古賀ワイズが

大活躍。やが

て押川ワイズ

も加わって、

例年に比べて

ビジターが少

なく、やや寂

しかった納涼

会も最高潮の

盛り上がりを

見せました。 

 

 

「チャリティーラン実行委員会」 

金子 功 

 ８月３１日（水）、本年１０月１５日（土）に予定されて

いる第１９回チャリティーランのための第２回実行委員会が

中央ＹＭＣＡで開かれた。１９回目を迎える恒例行事のため

近年では実行委員会は事務局スタッフを中心に実行委員長、

副委員長、賛助会及びパシフィコ横浜代表、田口総主事に限

られている。実行委員長の若木湘南・沖縄部長は都合により

欠席、金子副委員長が代理挨拶をした。 

 会議では、事務局生井スタッフより現在の募集状況、コー

スの設定、運営マニュアル、参加賞、災害時の避難について

説明があり協議した。因みに現在の参加チーム数は１０９で、

もう少しの努力で昨年の１２３に並ぶことが期待されている。

最後に昨年度のチャリティーラン基金の申請状況が説明され

た。 

尚、９月１２日（火）に予定されているＹ－Ｙ‘ｓ協議会

の席で正式にワイズの協力を要請する予定。次回の実行委員

会は、当日のボランティアの代表も含め９月２３日（金）に

予定されている。 

 

コロヘ今村バンドと高田ワイズ 

ポエポエフラの皆さんと 

今年も主役の今村ワイズ、古田ワイズ 

バンド演奏３名、ポエポエフラ５名、マナ保育園２名 

ビジターの太田ワイズと横浜クラブ１７名 

フラはまかせろ、大髙ワイズ 

負けじ、と古賀ワイズ、押川ワイズ 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

 



 

 

三都市ＹＭＣＡ（光州―上海―横浜）会議報告 

金子 功 

光州、上海、横浜の三都市ＹＭＣＡの代表が一堂に会し、

相互の理解と協力のために情報交換と協議を行う三都市ＹＭ

ＣＡ会議が８月２５日（木）～２９日（月）に上海で行われ

た。今回のテーマは「高齢化社会におけるユース教育」。 

 初日には、地元復旦大学教授の少子高齢化社会を分析した

基調講演の後、各ＹＭＣＡが主題に関してどのような取り組

みをしているか報告をして意見交換を行った。横浜ＹＭＣＡ

の報告では、地域ケアプラザの運営活動状況と同時にＶＩＳ

ＩＯＮ２０２０の計画案とその取り組みが紹介された。 

 今回のプログラムの一つのハイライトは「平和の鐘」の除

幕式であった。横浜海岸教会で行われた横浜ＹＭＣＡ１２５

周年記念の場で１２５回打ち鳴らされた教会の鐘の音をきっ

かけに、三都市ＹＭＣＡそれぞれの場所に「平和」と言う共

通の理念を掲げた鐘を持とうと合意され、その最初の鐘は横

浜ＹＭＣＡ１３０周年の折に富士山ＹＭＣＡに設置された。   

今回上海で披露されたのは二番目の鐘である。上海の「平

和の鐘」は上海ＹＭＣＡが運営する高齢者並びに保育園施設

の一角に設置された。 

 今回の三都

市ＹＭＣＡ会

議で特記すべ

き点は、ユー

スプログラム

が初めて組み

込まれたこと

であった。横

浜からも３人

のユースが参

加したこのプ

ログラムは、

四川省成都の郊外にある都江堰の三愛ユースサービスセンタ

ーで行われた。このユースセンターは先の四川大地震の後上

海市が特に指定され、それを受けて上海ＹＭＣＡが支援再建

し、現在も運営しているユースセンターである。 

 都江堰ではユースとのジョイントプログラムとしてサイク

リングを楽しみながらパンダ（大熊猫）繁育研究基地等をた

ずねた。 

 今回、横浜ＹＭＣＡからは茂木雄常議員を団長として国際

事業委員の本間勝氏と私の３人のレイパーソン、並びに田口

総主事を含む５人の職員が参加した。 

 四川省の舌がしびれるような辛さには「参った！」と言う

場面もあったが終始友好と歓迎ムードに包まれた素晴らしい

草の根の交流であった。ワイズマンとしては光州ＹＭＣＡ団

長の丘昌渙氏（ワイズメン）に会えたのも一つの収穫であっ

た。 

      湘南・沖縄部部会案内 

今年度の部会が、下記要領で開催されますので、奮ってご

参加ください。 

日 時：２０１６年１０月１日(土)  

１３：００～１７：００ 

会 場： 横浜ＹＭＣＡ 三浦ふれあいの村 

内 容： 湘南・沖縄部部会、講演会、施設見学、懇親会 

参加費： ３，０００円 

 

尚、三浦ふれあいの村は、横浜ＹＭＣＡが神奈川県より指

定管理者として受託し、Naming Right を取得して、正式名

称にＹＭＣＡの文字が入る「神奈川県立ＹＭＣＡ三浦ふれあ

いの村」として青少年活動の拠点となっています。 

三浦半島の先端に位置し、シーカヤックや磯の観察などマ

リンプログラムを中心に海や森の自然を感じながら、家族や

団体で余暇を過ごすことが出来る場所となっています。 

「コンサート」   

今村 讃 

 我がライフワーク ウクレ

レ・ハワイアンで年間を通じ

てのビックイベントは毎年１

１月関内大ホールでのコンサ

ートである。 

今年は第１９回で毎年超満

員の盛況であるが御支援いた

だく皆様の御蔭と感謝してい

る。 

 他のグループは大方ハワイ

アンとフラだけであるが我が

レイキングスはそれにジャン

ルの違うジャズ・ラテン・カントリー・ヨーデル等の一流バ

ンドを＋（プラス）している事が評価を得ていると確信して

いる。今年はデキシーランドジャズの日本一「薗田憲一とデ

キシーキングス」をゲストとして迎える。 

長寿の時代、ステージの私のパフォーマンスが皆様にパワ

ーを与えていると自負している。皆様方の是非の御来場を心

より御待ちしている」次第である。 

＜加藤邸納涼例会への参加報告＞ 

伊藤 比朗美 

８月２３日夕、第１９回鎌倉・とつかクラブ合同の例会と

納涼会が加藤邸で開催されました。雨の予報にも拘らず約５

０名が参加。鎌倉ワイズ池田会長の挨拶の中「雨が降りませ

んように！」という気迫が届き、星さえ見えるお庭でご馳走

を戴きながら、交流を楽しみました。 

横浜クラブブリテンのファイルを繙くと、私の初参加は２

００６年。その時、門前で加藤メンに「さぁ、どうぞ奥へ、

奥へ」と歓迎を受け、行きついた処はお台所。そこには大皿

に盛られた数々のご馳走が既に準備され、そこで奮闘されて

いる奥様とお嬢様（康子様）の姿に驚きと尊敬の念を抱きま

した。 

初めの内は横浜とつかメネットの支えもあったと伺いまし

たが、ここ数年はお二人で、それはそれは美味しく、目新し

いお料理を途切れることなくもてなして下さいます。当日の

天気や人数に心を配りながらの準備のご苦労は謀りしれませ

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

 

三都市ＹＭＣＡ代表による鐘撞 



 

 

ん。 

以来、私は皿洗い程度のお手伝いをしながら、加藤メンの

ワイズへの貢献を、家族ぐるみで応援していらっしゃるご一

家から、沢山の事を学ばせて頂き、心から感謝しております。 

横浜クラブﾞ参加：伊藤ﾒﾝ･ﾒﾈ、今村、金子 

    

 

 

担当主事 青木 一弘 

 第１９回日本ＹＭＣＡ大会 参加のご案内 

この秋、第１９回日本ＹＭＣＡ大会が東山荘にて開催され

ます。今回の大会は「ユースエンパワーメントを加速する～

私たちの活動が社会を変える～」をテーマとし、全国のＹＭ

ＣＡのユースが中心となり準備を進めています。 

また、ＹＭＣＡ大会の開催期間中には、ＹＭＣＡ東山荘の

新本館の献堂式が行われます。東山荘は１００年以上の歴史

の中で、今回のテーマにあるように、まさにユースがさまざ

まな経験を通し、エンパワーされる場とされてきました。 

新本館が完成し、今後もさらに多くのユースが集い、経験

を糧として成長していくことと思います。この歴史的な瞬間

にぜひご参加ください。 

 

日 時 １６ 年１０ 月８ 日(土)～１０ 日(月・祝日) 

場 所 日本ＹＭＣＡ同盟 国際青少年センター東山荘  

（静岡県・御殿場市） 

対 象 ＹＭＣＡにかかわるすべての方 

内 容 ・オールＹＭＣＡでユースエンパワーメントを考え 

ます。 

・表彰式（ＹＭＣＡ運動に、貢献された方へ感謝の

表彰式を行います。）  

・ガーデンパーティー、交流会（参加者同士の交流

の時間を持ちます。） 

参加費 ２８,０００円（２泊３日) 

申込締切 ９月１０日（土） 

問い合わせ 本部事務局（担当：石川、大塚）TEL：045-662-3721 

   

 みんなで和太鼓「熊本復興支援チャリティーコンサー

のご案内 

鶴見区内のＹＭＣＡ拠点４か所が協働し、区社協補助金事

業として、みんなで和太鼓「熊本復興支援チャリティーコン

サート」を実施致します。参加費無料となりますので、沢山

の方の参加をお待ちしています。 

日 時：９月２４日（土）１４：００～１５：３０ 

（開場：１３：３０） 

会 場：鶴見区民文化センター サルビアホール 

参加費：無料 

出 演：友野 龍士さん／鶴見総合高校 和太鼓部の皆さん 

軽度の知的障がいがあるも太鼓とともに育ち社会を

広げ、愉快なキャラクターと巧みなバチさばきで独

自の世界を創り上げ、多方面で演奏活動を繰り広げ

ています。 

問い合わせ 横浜市生麦地域ケアプラザ TEL：045-510-3411  

横浜市鶴見中央地域ケアプラザ TEL：045-508-7800 

 

 第１９回横浜ＹＭＣＡインターナショナル・チャリテ

ィーランのご案内 

障がいのある子ども達を支援するために、１０月１５日

（土）、みなとみらい２１地区臨港パーク内特設コースで、

チャリティーランが開催されます。現在、参加チームを募集

しております。この活動の趣旨にご賛同いただき、多くの方

にご参加いただけるようお願い致します。 

日 時  ：１０月１５日（土）午前９：４５（開会式）～

午後２：３０ 

会 場  ：みなとみらい２１地区臨港パーク内 

参加費  ：１チーム５万円 

申込締切 ：９月３０日（金） 

 

 １０月 の 行 事 

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

1 土  湘南・沖縄部部会 
三浦ふれあい

の村 

9 日  
ＹＭＣＡ東山荘 

新本館献堂式 
東山荘 

13 木 18:30 横浜クラブ第一例会 中央Ｙ 

15 土 10:00 チャリティーラン 臨海公園 

27 木 17:00 横浜クラブ第二例会 中央Ｙ 

29 土  
次期部長事業主任 

研修会 
東山荘 

当ブリテン及び横浜ワイズメンズクラブに関するお問い合

わせは横浜ＹＭＣＡ青木一弘にご連絡下さい。 

メール aoki_kazuhiro@yokohamaymca.org 

電話  ０４５－６４１－５７８５ 

９月例会プログラム 

日時：９月８日 (水)  １８：３０～２０：３０ 

場所：横浜中央ＹＭＣＡ ５０１号室 

               司会：古田ワイズ 

１．開会点鐘および挨拶  ・・・・  金子会長 

２．ワイズソング・ワイズの信条    全員 

３．今月の聖句    ・・・・・・  古田ワイズ 

４．ゲスト・ビジター紹介 ・・・・  金子会長 

５．食前感謝   ・・・・・・・・  古田ワイズ 

６．食事     

７．卓話 「我が故郷 長崎からの祈り」 

               古賀健一郎ワイズ 

８．ビジネス・報告  ・・・・・  金子会長、他 

９．閉会点鐘             金子 会長 

               例会報告：大江ワイズ   

ＹＭＣＡ

だ よ り

ＹＭＣＡ

だ よ り

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

 

mailto:aoki_kazuhiro@yokohamaymca.org

